
寄
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
数
寄
人
を
記
し
た
章
段
が
ま
と
め
て
配
列
さ
れ

た
場
所
は
、
長
明
の
和
歌
観
か
ら
新
風
の
理
解
へ
と
進
む
過
程
に
置
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
考
え
て
も
数
寄
人
の
記
事
が
長
明
歌
論
の
展
開
に
大
き

く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

本
章
の
第
一
節
で
清
輔
が
『
袋
草
紙
』
で
描
い
た
数
寄
者
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
清
輔
は
偏
執
と
も
思
え
る
数
寄
者
を
「
を
こ
」
と
辛
口
に
評
し
て
い
る
。

近
代
以
降
に
お
け
る
琉
球
民
族
と
日

本
語
と
の
関
わ
り曹

貞

姫

次
に
第
二
節
で
長
明
が
『
発
心
集
』
『
無
名
抄
』
で
描
い
た
数
寄
の
精
神
を
考

察
し
た
。
数
寄
で
あ
る
こ
と
は
仏
道
修
行
に
も
通
じ
往
生
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

数
寄
と
い
う
の
は
、
秀
歌
を
詠
む
詠
歌
態
度
と
し
て
も
、
長
明
が
庶
幾
し
た
姿

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
長
明
歌
論
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
態
度
論
で
あ
り
、

円
口

は
じ
め
に

第
一
部
沖
縄
に
お
け
る
日
本
語
教
育
史
と
問
題
点

第
一
章
沖
縄
で
の
「
標
準
語
」
教
育
の
出
発
地
点

第
一
節
琉
球
民
族
と
琉
球
語

第
二
節
「
会
話
伝
習
所
」
と
『
沖
縄
対
話
』

第
三
節
教
育
現
場
で
の
学
習
状
況

第
四
節
学
習
者
達
の
体
験
談
(
「
方
言
札
」
二

第
二
章
「
方
言
論
争
」
の
意
義

第
一
節
一
九
四
0
年
代
前
後
の
「
標
準
語
」
教
育

第
二
節
柳
宗
悦
と
「
日
本
民
芸
協
会
」
の
異
議
申
し
立
て

第
三
節
当
事
者
ら
の
反
論

第
四
節
学
習
者
達
の
体
験
談
(
「
方
言
札
」
一
一
)

第
三
章
戦
後
の
「
標
準
語
」
教
育
再
燃
の
背
景

第
一
節
ア
メ
リ
カ
の
「
琉
球
人
」
へ
の
言
語
政
策

第
二
節
「
標
準
語
」
教
育
と
「
祖
国
復
帰
運
動
」

第
三
節
学
習
者
達
の
体
験
談
(
「
方
言
札
」
一
ニ
)

第
四
節
ウ
チ
ナ
!
グ
チ
教
育
の
現
状

第
二
部
在
阪
沖
縄
人
の
日
本
語
体
験

お
わ
り
に

次

で
あ
っ
た
。

長
明
は
そ
の
中
で
秀
歌
を
詠
む
最
重
要
の
要
素
と
し
て
、
歌
に
執
す
る
こ
と
を

常
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
態
度
を
基
に
し
て
、
表
現
・
内

つ
く
り
た
て
る
こ
と
な
く
自
然
に
、
艶

容
の
両
面
に
「
こ
と
わ
り
」
を
こ
め
、

で
景
気
の
浮
か
ぶ
歌
を
詠
む
こ
と
を
志
向
し
た
の
が
長
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

俊
恵
・
俊
成
と
い
う
こ
人
の
師
の
歌
論
を
享
受
し
、
自
身
の
中
で
熟
成
さ
せ
た

長
明
の
歌
論
で
も
あ
り
、
新
風
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
自
分
の
も
の
に
し

よ
う
と
し
た
長
明
の
詠
歌
に
対
す
る
姿
勢
の
証
で
も
あ
る
。

近
代
以
降
に
お
け
る
琉
球
民
族
と
日
本
語
と
の
関
わ
り

三
四
九



二
十
一
世
紀
に
入
り
、
二
十
世
紀
の
国
民
国
家
像
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
。

の
国
家
の
領
土
内
に
は
、
「
国
語
」
「
公
用
語
」
以
外
に
も
、
諸
人
種
。
民
族
・ つ

宗
教
等
に
よ
っ
て
人
為
的
に
分
け
ら
れ
他
言
語
を
話
す
複
数
の
人
達
が
存
在
し

て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
人
類
は
、
文
字
を
所
有
す
る
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

だ
れ
も
が
生
ま
れ
た
当
初
は
、
「
母
語
」
に
育
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
次
に
習
得

す
る
第
二
(
以
上
)
言
語
や
国
籍
に
つ
い
て
も

一
個
人
の
判
断
と
選
択
に
任

せ
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

日
本
国
内
に
も
、
近
年
、

そ
う
い
う
多
種
多
様
の
人
種
民
族
の
人
達
で
、
巧

み
に
日
本
語
を
駆
使
し
て
い
る
人
々
が
増
加
し
て
い
る
が
、
昔
か
ら
多
言
語
社

会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

古
代
よ
り
、

日
本
列
島
の
各
地
方
の
人
は
そ
の
地
元
の
一
言
葉
を
、

ア
イ
ヌ
民

族
は
ア
イ
ヌ
語
を
、
琉
球
民
族
は
琉
球
語
を
話
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
一

0
0
年
の
近
代
に
入
つ
て
は
、
「
在
留
」
朝
鮮
人
台
湾
人
中
国
人
た
ち
も
「
在

日
」
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
過
程
で

日
本
語
を
学
習
し
て
き
た
。

本
来
、
一
言
語
自
体
は
拘
束
力
を
持
た
な
い
し
、
誰
を
も
傷
つ
け
な
い
し
暴
力

性
は
な
い
答
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
「
国
語
」

コ
ン
ブ
ォ
!
ミ
ズ
ム
と
し
て
、

な
ん
ら
か
の
規
範
性
を
持
た
さ
れ
、
権
力
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
患
っ
た
人
達

に
使
用
さ
れ
る
と
、
ど
う
い
う
事
に
な
っ
た
か
は
、

つ
い
半
世
紀
前
で
の
植
民

地
朝
鮮
台
湾
で
の
「
国
語
」
教
育
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
外
国
で
の
実
態
を
考
え
る
前
に
、

日
本
領
土
の
最
南

し
か
し
、

端
に
位
置
し
て
い
る
沖
縄
で
の
「
国
語
」
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

三
五

O

従
来
、
近
代
日
本
の
公
機
関
で
の
日
本
語
教
育
は
台
湾
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い

る
が
、
沖
縄
で
は
、

日
本
の
明
治
政
府
に
よ
っ
て
、

五
年
早
く
一
八
八

O
(明

治
二
一
一
)
年
に
「
会
話
伝
習
所
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
『
沖
縄
対
話
』
を
教

科
書
に
し
て
始
ま
っ
た
当
初
の
日
本
一
諸
学
習
は
、
学
習
者
達
も
、

一
四
九
二
年

に
沖
縄
烏
を
統
一
し
た
琉
球
王
朝
に
よ
っ
て
、
ご
」
と
ば
の
七
島
灘
」
が
あ
っ

た
と
は
い
え
、
文
字
は
共
有
で
き
て
い
た
が
、
話
し
こ
と
ば
が
日
本
本
土
と
は

十
数
世
紀
も
異
な
る
歴
史
政
治
経
済
文
化
圏
に
あ
っ
た
た
め
、
外
国
語
を
学
ぶ

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

日
本
の
国
策
に
応
じ
る
よ
う
に
し
て
、
「
東
京
語
」
「
普
通
話
」

「
標
準
語
」
「
共
通
語
」
と
呼
称
を
変
え
て
き
た
沖
縄
人
の
日
本
語
学
習
は
、
学

校
現
場
内
に
お
い
て
、
「
方
言
札
」
と
一
一
一
一
口
う
罰
則
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
方
言
札
」
は
、
共
同
体
の
生
存
に
関
わ
る
山
の
薪
を
と
っ
た
り
し
た
場
合

と
か
に
適
用
さ
れ
た
「
シ
マ
」
の
内
規
法
を
、
あ
る
一
沖
縄
人
教
師
が
適
用
し

た
も
の
だ
と
の
証
言
が
あ
る
。
「
方
一
一
一
一
同
」
(
沖
縄
語
)
を
話
し
た
生
徒
に
、
「
方

二
一
一
口
札
」
と
書
い
て
あ
る
木
札
を
渡
し
、
次
の
人
に
渡
し
て
い
く
の
だ
が
、
ど
こ

の
社
会
で
も
制
裁
法
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
、
「
国
語
」
と
し

て
の
日
本
一
語
学
習
に
持
ち
こ
ま
れ
た
の
か
。
運
命
共
同
体
と
し
て
の
島
人
に
は
、

「
方
一
言
札
」
を
適
用
し
な
け
れ
ば
、
学
留
効
果
が
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
教
師
側

に
反
省
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

沖
縄
人
に
と
っ
て
の
日
本
語
学
習
は
、

た
だ
単
な
る
語
学
学
習
で
は
な
く
、

「
沖
縄
戦
」
を
体
験
し
た
戦
後
に
お
い
て
も
、
「
祖
国
復
帰
運
動
」
を
指
導
し
た

教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
「
方
一
言
札
」
が
「
日
の
丸
」
「
君
が
代
」
と
共
に
再
現
さ



日
本
人
化
の
目
安
と
な
っ
た
。
沖
縄
は
、
「
国
語
」
を
軸
に
し

て
国
民
形
成
が
な
さ
れ
た
こ
十
世
紀
の
近
代
国
家
へ
の
再
編
成
の
一
典
型
を
表

れ
た
よ
う
に
、

示
す
る
象
徴
的
な
場
所
の
一
地
点
で
も
あ
っ
た
。

「
方
言
札
」
が
実
施
さ
れ
た
当
初
、
県
立
一
中
の
学
生
た
ち
は
「
大
和
口
札
」

と
も
呼
ん
で
い
た
が
、
本
論
文
は
、
言
語
は
国
の
大
小
や
権
力
性
に
無
関
係
で
、

文
化
と
同
じ
く
優
劣
で
断
じ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
大
小
の
「
方
言

札
」
を
再
現
さ
せ
な
い
た
め
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た

の
か
を
追
及
す
る
一
試
論
で
あ
る
。

「
原
日
本
一
語
」
の
一
勢
力
が
「
原
琉
球
語
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
沖
縄
学
の

父
」
と
さ
れ
て
い
る
伊
波
普
猷
に
拠
る
と
、
こ
れ
を
「
母
の
言
葉
」
と
呼
ぴ
、

そ
れ
以
降
は
「
父
の
言
葉
」
と
呼
ん
で
い
る
。
前
者
が
「
本
土
方
言
」
で
あ
り
、

後
者
が
「
琉
球
方
言
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

島
々
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
給
自
足
経
済
だ
っ
た
の
で
、
こ
と
ば
は
通
じ
ず
、

「
人
種
が
異
な
る
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
程
で
あ
っ
た
が
、
島
同
士
間
で
の

疎
通
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
さ
き
の
「
沖
縄
戦
」
後
、
沖
縄
を

占
領
し
た
米
軍
が
、
沖
縄
本
島
に
軍
用
道
路
を
つ
く
り
、
そ
れ
ま
で
は
三
日
か

か
っ
た
行
程
が
半
日
に
な
り
、
戦
後
の
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
の
普
及
で
、
日
本
本
土

と
の
「
共
通
語
」
化
が
す
す
ん
だ
、
こ
こ
半
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
、
沖

縄
で
の
近
現
代
の
日
本
語
学
習
の
歴
史
は
新
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
特
異
な
歴
史
的
経
過
の
た
め
か
、
廃
藩
置
県
後
の
沖
縄
人
の
日
本
語
学

習
体
験
に
つ
い
て
は
、
日
本
本
土
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

一
九
四

O
(昭
和
一
五
)
年
、

日
本
民
芸
協
会
の
柳
宗
悦
等
の
一
行
が
、

近
代
以
降
に
お
け
る
琉
球
民
族
と
日
本
語
と
の
関
わ
り

沖
縄
へ
行
っ
て
巻
き
起
こ
し
た
「
方
言
論
争
」
は
知
ら
れ
て
い
る
方
だ
が
、
こ

れ
は
、
「
標
準
語
励
行
県
民
運
動
要
項
」
を
作
成
し
た
吉
田
嗣
延
が
、
『
琉
球
新

報
』
に
対
抗
す
る
た
め
に
『
沖
縄
朝
日
』
の
記
者
に
促
さ
れ
て
反
論
し
た
も
の
、

と
後
に
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
沖
縄
庶
民
の
母
語
に
対
す
る
心
情
を
報
道
し

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
文
化
人
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
へ
の
反
発

で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
方
言
札
」
は
、
明
治
政
府
以
来

の
学
校
教
育
内
に
お
け
る
日
本
語
学
習
へ
の
一
方
的
な
強
制
か
ら
始
ま
っ
た
の

だ
か
ら
。
そ
れ
を
励
ん
で
き
た
沖
縄
教
育
界
、
支
持
し
て
き
た
新
聞
人
、
教
師
、

公
務
員
た
ち
に
は
、
本
末
転
倒
の
「
論
争
」
だ
っ
た
ろ
う
。

柳
側
を
支
持
し
た
沖
縄
人
の
中
に
は
、
職
を
失
っ
た
人
も
い
た
よ
う
に
、
軍

国
主
義
一
色
の
時
代
に
、
少
し
で
も
違
う
事
を
言
う
だ
け
で
ど
う
い
う
こ
と
に

な
っ
た
か
を
示
す
一
典
型
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
現
代
に

も
あ
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
戦
前
の
「
国
語
」

コ
ン
フ
ォ
!
ミ
ズ
ム
一
色
で
あ

っ
た
日
本
で
は
、
特
筆
し
て
い
い
「
論
争
」
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
柳
ら
の
異
議
申
し
立
て
に
対
し
て
、
表
面
化
し
た
ウ
チ
ナ
!
グ
チ

(
沖
縄
語
)
は
、
軍
国
主
義
の
怒
涛
に
飲
ま
れ
、
「
沖
縄
戦
」
(
島
人
の
三
分
の
一

が
死
亡
)
時
に
は
、
「
軍
人
軍
属
ヲ
問
ワ
ズ
標
準
語
以
外
ノ
使
用
ヲ
禁
ズ
沖

縄
語
ヲ
以
テ
談
話
シ
タ
ル
者
ハ
間
諜
ト
ミ
ナ
ス
」
と
言
う
極
限
の
事
態
ま
で
に

達
し
て
し
ま
っ
た
。

一
九
四
五
年
六
月
二
三
日
か
ら
一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
ま
で
、
沖
縄
は
ア

メ
リ
カ
占
領
下
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
沖
縄
人
を
「
琉
球
人
」
、
彼
等

の
言
語
を
「
琉
球
語
」
、
設
立
し
た
大
学
も
「
琉
球
大
学
」
(
戦
前
の
沖
縄
に
日

三
五
一



ア
メ
リ
カ
側
が
ど
ん
な
理
由
で

こ
の
よ
う
な
呼
称
に
至
っ
た
の
か
は
、
今
後
の
私
の
「
新
沖
縄
学
」
の
課
題
に

本
は
大
学
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
)
と
呼
ん
だ
。

合
ま
れ
て
い
る
が

「
会
話
伝
留
所
」
設
立
か
ら
一
世
紀
経
た
一
九
八

O
年
頃

の
復
権
運
動
と
も
呼
べ
る

動
き
が
出
て
さ
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
の
少
数
言
語
運
動
の
動
き
に
も
関
係
が

か
ら
、
沖
縄
人
に
よ
る
ウ
チ
ナ

i
グ
チ
(
沖
縄
語
)

あ
る
し
、
従
来
学
校
教
育
内
で
、
「
方
一
一
一
一
口
札
」
(
「
復
帰
」
後
見
ら
れ
な
い
点
に
特

徴
が
あ
る
)
が
母
語
を
禁
止
し
、
自
由
な
表
現
を
抑
圧
し
て
い
た
の
は
、
戦
前

戦
後
と
も
、
公
教
育
が
震
源
地
で
あ
っ
た
の
で
、
沖
縄
教
育
界
の
反
省
の
現
れ

と
み
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
が
、
第
一
部
で
ふ
れ
た
沖
縄
で
の
日
本
語
教
育
史
の
概
要
で
あ
る
。
第

二
部
で
は
、
大
阪
市
大
正
区
は
、
住
民
の
三
分
の
一
が
沖
縄
出
身
者
で
あ
る
が
、

そ
の
方
々
の
「
日
本
一
語
体
験
」
と
「
母
語
」
と
の
関
連
性
を
教
え
て
い
た
だ
く

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

そ
の
結
果
に
つ
い
て
分
析
・
考
察
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
第
一
回
は
こ

0
0
二
年
五
月
七
日
に
始
ま
り

一
一
月
一
五

日
ま
で
の
計
一
一
回
一
五

O
人
(
男
性
六
一
人
、
女
性
八
九
人
)

で
あ
る
。

質
問
事
項
は
、
以
下
の
三
項
目
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

一
、
母
語
で
あ
る
ウ
チ
ナ

i
グ
チ
を
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
話
さ
れ
る
の
か
。

二
、
ウ
チ
ナ
!
グ
チ
を
「
方
言
」
と
患
っ
て
い
る
の
か
。

一
ニ
、
記
憶
の
中
で
「
方
一
一
一
一
口
札
」
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。

「
ご
に
つ
い
て
は
、
男
性
で
は
、
全
体
の
約
六
割
、
女
性
の
約
七
割
も
い

た
(
な
お
、
沖
縄
か
ら
転
居
し
て
き
た
方
は
、
男
性
は
七
割
、
女
性
は
八
割
近
く
)
。

「
二
」
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
二
六
%
、
女
性
の
三
三
%
が
、
「
一
ニ
」
に
つ
い
て

三
五
二

は
、
男
性
は
二
ハ
%
、
女
性
は
三
二
%
で
あ
っ
た
。

「
沖
縄
の
こ
と
ば
」
を
「
沖
縄
語
」
(
ウ
チ
ナ
!
グ
チ
)
と
思
っ
て
い

な
お
、

「
男
性
三
二
一
%
女
性
三
七
%
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
に
は
、

「
「
方
一
一
一
一
巳
を
「
琉
球
方
一
一
一
一
口
」
と
一
一
一
一
口
う
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
方
も
い
た
が
、

る
人
は
、

私
の
質
問
意
図
で
あ
る
「
日
本
の
一
方
一
一
一
口
」
の
意
と
は
ず
れ
て
受
け
と
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
、
本
論
文
の
欠
点
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

私
の
今
後
の
課
題
は
、
私
の
拙
い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
真
剣
に
応
答
し
、
何

を
す
る
に
も
、
対
象
と
の
心
の
接
点
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
具
体
的
な
形
に
す
る
こ
と
で
、

そ
の
た
め
に
「
新
沖

縄
学
」

へ
と
誘
っ
て
く
れ
た
沖
縄
人
に
つ
い
て
、
ま
た
「
日
本
・
日
本
一
諸
」
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
っ
と
学
び
続
け
た
い
。
今
年
は
沖
縄
へ
行
っ

て
勉
強
を
続
け
、

さ
ら
に
当
事
者
の
沖
縄
人
か
ら
学
び
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。


